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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 化学分析係　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

カリキュラム

講 義
　第1回から第3回までは、寸法公差
の適切な指示、JIS規格や加工の理屈
を基に、正しく形状を設計する知識や
幾何公差の作法を知り、設計意図を
図面に反映させる事について、理解度を図る○×クイズや作図
実習を織り込みながら解説しました。第4回は、回路図の見方、
電気・電子計測機器の使い方、通信・ネットワークの知識、マイコ
ン技術、EMCの基礎について、実演・装置見学を含めながら解
説しました。第5、6回は、代表的な精密測定機器であるCNC三
次元測定機及び表面粗さ、真円度測定機について、それぞれの
測定機の概要、特性等を解説しました。
実習・実演
　第5回の後半ではCNC三次元測定機の実際を体験するため
に、当センターの測定機を前に機器の各部機能説明、測定サン
プルを用いて寸法測定、形状測定のデモンストレーションを行
いました。また第6回の後半では、当センターの表面粗さ測定

機、真円度測定機について機能及び
取扱説明を実施し、参加者各自によ
るサンプル測定の実習を行いまし
た。実際の測定機の動作、測定体験
をすることで、設計者にとっての測定
技術の理解を深めました。
参加者の声
　今まで漠然としか分かっていなかった内容をきちんと確認す
ることができた／実機を見ながらの説明がわかりやすかった／
幾何公差については、本だけでは理解が難しかったが、本研究
会に参加してよく理解できた／設計においては、測定知識も必
要であること、メカ以外の様々な知識が必要であることを改め
て理解できた／測定機器を使ってどう測定するのか、どんな形
状なら測定できるのか、測定時間はどうかなどイメージでき
た。また、測定が必要な部品を設計する際のポイントも理解で
きたかと思う／計測を含めた後工程を考えて、設計する、作り
こむことを意識するよい機会になった
来年度のご案内
　設計意図を確実に伝える機械設計製図の基本的知識の一連
を学び、さらに設計部品の形状評価を行う精密計測技術、製品
設計において有効になる電気・電子基礎技術を学ぶことは、機
械設計技術力の向上に役立つと考えます。令和3年度の開催
予定が決まり次第、当センターHP等でお知らせします。

講義や実習等を通して、設計製図知識、計測技術について理解を深める
機械設計・計測技術研究会

技術
センターから

　技術センターでは設計技術者に求められる機械設計・製図のための重要な知識（寸法公差から幾何公差の基本）の習得、さらに機
械部品等の形状評価を行う実際の計測技術や電気基礎技術まで理解を深める機械設計・計測技術研究会を開催しています。令和元
年度※の実績を紹介します。

装置の概要
　電子部品の高性能化、小型化に伴う放熱や省エネルギーなど
の熱利用の分野で、物質や材料の熱的特性を把握することが非
常に重要とされています。熱的特性を表す代表的な物性値に
は、熱伝導率、熱拡散率などがあり、熱伝導率は熱エネルギー
の流れの大きさ、熱拡散率は熱エネルギーの流れる速さを表す
量であり、共に熱輸送特性を表す物性値です。
　熱伝導率の測定方法は、定常法と非定常法に分けられます
（表1）。定常法は、試料に一次元方向の定常熱流を与え、試料の
温度勾配から熱伝導率を直接求める方法であり、非定常法は、
試料を加熱した際の温度変化から熱拡散率を求め、試料の比熱
と密度の積から熱伝導率を間接的に算出する方法です。
　レーザーフラッシュ法は
熱拡散率の測定方法で、こ
の方法は定常法に比べて試
料寸法が小さく、広範囲の
熱拡散率の測定が可能で、
精度・再現性に優れるという
利点を持っています。レー
ザーフラッシュ法において
は、図2のように照射面が短
時間のパルスレーザーに
よって加熱され、試料背面の温度上昇が赤外線検出器によって
測定されます。試料から周囲への熱損失を考慮し、温度上昇曲
線に理論解析モデルを適用し解析することにより熱拡散率を
算出します。

測定事例
　当センターでの熱伝導率測定装置を用いた測定事例をご紹
介します。図3は、25℃から300℃での鉄とアルミニウムの熱拡
散率測定を行った結果を示します。各温度における鉄とアルミ
ニウムの熱拡散率はいずれも文献値と同等の結果が得られま
した。このように、レーザーフラッシュ法による熱伝導率測定は、
比熱と密度をあわせることで比較的簡易に広い温度範囲で熱
伝導率を高精度で求めることができます。

　今回ご紹介したレーザフラッシュ法を用いた熱伝導率測定で
は、熱伝導率の低い材料では断熱性、保温性の評価ができる一
方で、熱伝導率の高い材料では基板の放熱材料の評価などが
できます。また、基板やフィルムなどの厚み方向と面内方向で
熱特性が異なる異方性材料についても、ラメラ法及びIn-Plane
法を用いた面内方向の熱伝導率の評価も可能となっています。
ぜひ、熱伝導率測定装置を研究開発、品質管理などにご活用く
ださい。

　熱伝導率は物質の熱の伝えやすさを表す物性値で、放熱用材料や断熱用材料の他に、成型加工や熱変形等のシミュレーションを
行う場合にも用いる重要な熱物性パラメーターです。金属、樹脂、セラミックスなどの分野における熱物性評価にご利用ください。

基盤技術課　渡部 宏典

※令和２年度の研究会は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため開催時期
　及びカリキュラムを一部変更して実施しました。

機械設計・製図の技術知識①　「寸法公差の基本と使い方」

機械設計・製図の技術知識③　「幾何公差の基本」

第1回
機械設計・製図の技術知識②　「形状設計テクニック」
～ベテラン設計者が教える形状設計の根拠～第2回

機械設計者のための電気・電子入門
「回路、通信ネットワーク、マイコン、EMC技術について」第4回

第3回

計測技術の概要・実習①「ＣＮＣ三次元測定機の実際」第5回
計測技術の概要・実習②「表面粗さ、真円度測定機の実際」第6回

熱伝導率測定装置のご紹介
－放熱用材料や断熱用材料の熱物性評価にご利用ください－

機器紹介

装置の仕様等
LFA467 HyperFlash（NETZSCH製）

料　金　依頼試験：11,220円／1件（基本額）
 機器貸付：2,140円／1時間（基本額）

温度範囲 室温～500℃
熱拡散率測定範囲 0.01×1000mm²/s
熱伝導率測定範囲 0.1～2000W/(m･K)
試料寸法 10×10mm（正方形）、φ10mm（丸形）
 6×6mm（正方形）、φ25.4mm（丸形）

図1　熱伝導率測定装置

図2　測定原理

表1　熱伝導率の測定法

図3　各温度におけるFe、Alの熱拡散率測定結果


